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　24，興味ある所見 を示 した子宮頸癌症例 に つ い

て （carcinomatous 　papillo皿 a に つ い て ）

　　　 （大阪府立成人病セ ン ター）

　　　　 横山　　泰，高橋 義浩 ，西 本　政長

　　　　 本郷　二 郎

　　　　　　　　　　　　　　（病理 ）和 田 昭

　子宮腟部の squamous 　 ceH 　 papilloma の 報告は少 く，

特 に malignanCy を示 した もの は ， 1964年 Pitkin ら の

報告に よ る と諸報告 を 通覧 して も15例に過ぎ な い と 云

う．

　こ の報告で は，本症 の 自験症 例 5例 とそ の 臨床所兄 ・

細胞診，コ ル ポ診，組織学的所見を報告 した．そ の 内訳

は ，
Kazal ＆ Long の 分類 に よれば ，

　 CarcinOrmtoug ．　papilloma ……　 2イ列

　basal　cell 　hyPerplasia を伴 う solitary 　papilloma 「

　　　　　　　　　　　　　　　・2 例

　 solitary 　papilloma ・…・・1 例であ る．

　carcinematous 　papilloma の 2 例は，ともに squamous

cell　 carcinoma 三n 　 situ 様
『
ご， そ の 1例では micro −

invasien 像が見 られ ， また 上 犀 内 の 側 方 浸襲部 に喫歯

状 の 浸潤燉が 見 ら れ た ．

　諸報告 か ら，
carcinomatous 　PaPilloma の 組織異型

性 が とき に m・　 ild で benign と誤 り易い こ と ， 高年者
・

非妊例で は 特 に 注 意 を要 す る こ と な どを 述べ ，oondylo −

matQus 　P．と の間 に 本質的 な 組織灰見一Eの 差 の な い こ と

な どに 言及 した。

第 7 群　子宮癌 の 早期発見

　25．腟鏡診を中心 とせ る 子 宮頸癌早期診断

　　　 （札幌医大）

　　　　 橋本　正 淑 ， 小森　昭 人，森　　和郷

　　　　 平沢　　峻，横山　幸生 ， 川 瀬　哲彦

　頚癌早期診断法 と し て ， 過去 4年来 ，腟鏡診，細胞

診，組織診の 三 者併用 に よ り1E確な診断 を期 し て い る

が，5，500例 の 観察成績並びに腟鏡診に よ る異常所見 の

follow　up 成績 に っ き報告す る．  性器出血 が 49．3％

の 第
一・

位の 自覚症状で，そ の 66．7％ は 異常所 見 で あ る，

叉無症状 で 来院せ る者 の うち 7．9％ は 異常所見 で あ つ

た ．  　当教室 に於 る腟鏡診所見分類 と発 生頻度 を述

べ るが ， 5500例中17％ の 異常所見 が 発見 さ れ た。  　．［frL

管像 の うち，異型 血 管 の 多 くは 侵 入痒 に 見 ら れ，異常所

見 の 判別 に 役立つ ．  腟鏡診 に よ り，所謂癌 母 地 が見

ら れ た 場合，照準組織診を要す る が ， 又変換器は ⊥ 皮再

生 並 び に退行の 場であり， 注意すべ きである．  　肉眼

的 に 非癌 とした 5098例巾 よ り69例 の 侵入癌 が 三 者併用 1に

よ り発 見 さ れ た ．  　侵 入 癌 356例 に っ き 細胞診 と 腟

鏡診 の 関係 を見 た ．  　腟鏡診に よ り 異常所見95例 の

fcllow　up 成績 に つ き，興味あ る症例を述べ る．

　 26．子宮癌集団 検疹成績

　　　 （広島大）

　　　　 藤原 　　篤，平 田　政司 ，白砂　圭一

　最近 9年間，27回 に亘 っ て 行つ た 当教室の 子 宮癌集団

検診の綜合成績 は 次の 如 くであ る，

　 （1 ）
一
般的関連事項 の 調査成績

　 ユ） 受診 者 7706名 の 年令別構成 は 35〜39才 が 最 も 多

く，っ い で如 〜44才 ， 45〜49才 の 順であ つ た ．

　2） 初経年令｝ま平均15．3才 ， 閉経年令は 平均4t「r．4才．

結婚年令は 平均 21．4才であっ た ，

　3）　妊娠率は 95．2％，分娩率は 92．8％，入工妊娠中絶

率 1・ま38r1彡6，　自然流産率C，ま28逼4f≒6．

　4） 受診者 の 近親者 に お け る 癌罹患者頻度 は 24．8％

で ， 職器別に は胃癌 が 最 も 多 く （12．6％），
つ い で子宮癌

（ 9．1％ ） で． 家 系別 に は 父母 が 最 も多 か っ た　（43．9

％）．

　 5）　受診者 中 自覚症 状 が 全 くな くて 受診 し た も の が

55．2％で半数以上を占め る に至っ た．自覚症状 の 中では

腰痛 と帯 ドが 多 か つ た．

　 （ll）検診成績

　 1）　臨床診断 ：T706名中16名 （O。2％） の 子宮頚癌を

発見 し得 た．

　臨床診断で は膣 部 ビ ラ ン が 最 も多 く （37．5％），子 宮後

傾屈症 が 30。1％ で，モ の 他 子宮筋 腫 が 1 ％に み ら れ た．

　 2）　細胞診 ：細胞診 の みを行 っ た 6893名 中陽性10名

（0．2％ ），疑陽性 58名 （0。8％）であっ た が ， 再検査 の

受診率が 惡 く，集団 検診の 実施方法に 検討すべ き問題点

が あ るが ， 陽性夊は疑陽性例中に は老人性腟炎 が最 も多
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く． 薯明な parabasall　 cell の dyskaryosisが認 め ら

れ る こ と が 多い の で注意 を要 す る．

　3）　組織診 ： 813名 にっ い て細胞診 と比較 した結果 ，

癌 で は 適中率 82。3％，疑陽性を加え る と94．1％，非癌例で

は適 中率は90．6％であ っ た ．細胞診にお け る 陽性 夊 は 疑

陽性例中に は 上 皮 の 異型性変化を認めるもの が多 く， 特

に dyskaryosis 細胞 の 量 的及び 質的検討 は screening

test と して 所謂臨床前癌 の 早期発見， 更に は 前癌性変

化 の 追求 に 重要 な意義が あ る，

　なお ． 今後 の 方針 は 手 広 く 1 回 だ けの 検診 を 行 うこ と

／k　IOも受診者の follow　up に 重点 を置 く．

　27．我教室に於 け る子 宮頸癌集団検診 の成 績に

つ い て

　　　 （東北 大）

　　　　 九 嶋 勝 司，野田起一郎，姉歯 　　皎

田

岩

井

井

田

武

東

関

永

山

雅身，鬼怒川博久，清水　秀光

井久，金田　倫武，村井　憲男

正敏，高橋　郁夫 ，佐藤 群 男

　宏，藤田　光郎，永井　正司

章雄，鈴木　光蔵，矢島　　聰

　我 々 は 昭和 37年 1 月以来 ， 宮城県下の 市町村 に 於い て

子 宮癌 集 団 検 診 を行 っ て い る が ，本 年 9 月 で 検診総数

12，231 名 に 達 した の でそ の 成績 の概要を報告 した．

　1） 検診を行っ た市町村 の 30才以 k の 婦人 の 総人 口

72，0T5名中 12，231 名の 受診者 が あ り，受診率 は 17％

であ っ た ．

　2） 全例に細鞄診， 大多数の例に コ ル ポ診を 行 うこ と

に よ り篩別 した ，

　3）　 12
，
231 名の受診者中24名 の 頚癌患者 を発見 し ，

そ の 発見率は約 0．20％であっ た．皮内癌は 6例ありそ の

頻度は
ID．05％であっ た ．

　4） 発見 さ れ た頚癌24例は大多数が初期癌 で あ り （1

期 19例 ， 皿期 5例），
こ れと皮内癌 6例の 病理学的検索の

結果 に っ い て述ぺ た ．

　5）　本年 4 月子宮癌検診車が 完成 したの で ， それの 使

用状況を報告 した．

　28．子寓癌集団検診成績

　　　 （岩手医大）

561− 91

　　　 秦　　良麿 ， 石浜

　　　 中村　義孝 ，伊 藤

　　　 浜津　吉男 ， 利部

　　　 宮本　耕肪 ，吉田

　　　 松尾　正城 ，古舘

子宮癌は 解剖学的関係か ら，

淳美 ， 佐藤　友義

禎一，国本　恵吉

輝雄 ，黒川　　 元

　威，飯田　民次

　実

　　　　　　　　　　　　　 もつ と も診断しや す くも

つ とも治療 しやす い 癌 であ る に もか かわ らず ， そ の 局所

的関係 か ら発見がお くれ る こ とが 多 い ．こ と に農村の よ

うな 文化 の お くれ た と こ ろで は，実際 に遭遇 す るの は 1

期以 後 の こ とが 多 い ．

　こ の 現状を打破す る に ぽ，ど う して も早期発見と適切

な早期治療以 夕トに な い ．

1 表 　細 胞 診 ，コ ル ポ 診，組織 診 成 績
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　最近私ども｝ま， 岩手県紫波町の依頼 に よ り ， 子宮癌 の

集団 検診を実施 し， つ ぎの よ うな 成績 を えた の で報告 す

る．なお こ れ に力 をえ て ， こ の 検診 ぽ 今後 も継続 す る つ

も りで あ る．

　1） 検診の 対象は 30才以 上 の 婦人であ る．30才以 上 の

婦人総数 7，工9丁 名 に 対 し ， 実際 に 受診 した の は ユ，553名

で，受診率20．8％ であつ た．

　2） 腟部 ビ ラ ン を 有 した もの は 184名 （11．8％）であ

つ た．

　3） 細胞診 ，
コ ル ポ診，組織診の 結果は表 の 通 りであ

る，

　の　子宮癌は上 皮内癌 1 ， 浸 入 ma　7 計 8名 （0．5％ ）

で あ つ た ．
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